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令和３年５月１３日 

報道機関各位 

  公益財団法人東北活性化研究センター 

「内閣府 景気ウォッチャー調査 令和３年４月 東北分 

（東北６県）」について 

 

公益財団法人東北活性化研究センター（会長：佐竹 勤 株式会社ユアテック 取締役社長）は、この

ほど｢内閣府 景気ウォッチャー調査 令和３年４月 東北分（東北６県）｣について、とりまとめました

のでお知らせいたします。 

１．季節調整値 

（１）現状判断（３か月前との比較、方向性） 

現状判断 DI は「35.7」と 3 か月ぶりで前月を下回った。前月と比較し▲7.7 ポイントと大幅

に低下した。 

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2年 3年

東北 17.0 11.1 16.2 38.9 40.9 41.6 43.3 50.3 48.0 35.2 34.4 42.1 43.4 35.7

全国 14.9 9.4 17.0 40.0 42.2 43.7 47.8 53.0 43.8 34.3 31.2 41.3 49.0 39.1
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東北 全国  
 
（２）先行き判断（２～３か月先の見通し、方向性） 

先行き判断 DI は「44.4」と 2 か月ぶりに前月を上回った。前月と比較し＋0.6 ポイントとわ

ずかに上昇した。 

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2年 3年

東北 20.4 19.3 38.7 40.3 34.8 40.5 44.7 45.9 35.5 34.8 40.5 49.0 43.8 44.4

全国 19.8 17.9 37.9 44.6 36.7 42.9 47.1 47.7 35.0 36.1 39.9 51.3 49.8 41.7
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２．原数値 

（１）現状判断（３か月前との比較、方向性） 

現状判断 DI は「36.7」と 3 か月ぶりで前月を下回った。前月と比較し▲6.3 ポイントと大幅

に低下した。 

 

○家計動向関連…家電量販店、美容室等の業種で

DIが前月を上回ったが、衣料品専門店、一般小売

店、住関連専門店、観光名所・遊園地・テーマパー

ク等の業種で DIが前月を下回った。 

DI は「32.6」(▲7.9)と、3 か月ぶりで前月を

下回った。 

 

○企業動向関連…その他非製造業[飲食料品卸

売業]、司法書士・経営コンサルタント・会計

事務所等の業種で DI が前月を上回ったが、輸

送業、金融業、広告代理店・広告業協会等の業

種で DI が前月を下回った。 

DI は「46.3」(▲4.5)と、3 か月ぶりで前月を

下回った。 

 

○雇用関連…DIは「45.0」(±0.0)と、2か月連続で

横ばいとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）先行き判断（２～３か月先の見通し、方向性） 

先行き判断 DI は「44.2」と 2 か月ぶりに前月を上回った。前月と比較し＋0.2 ポイントとわ

ずかに上昇した。 
 

○家計動向関連…住関連専門店、コンビニ、家電量

販店等の業種で DIが前月を上回ったが、通信会社、

一般小売店、スーパー等の業種で DIが前月を下回っ

た。 

DI は「43.3」(▲1.7)と、2 か月連続で前月を

下回った。 

 

○企業動向関連…食料品製造業、金融業等の業種で

DIが前月を下回ったが、輸送業、司法書士・経営コ

ンサルタント・会計事務所等の業種で DIが前月を上

回った。 

DI は「46.3」(+5.4)と、2 か月ぶりに前月を

上回った。 

 

○雇用関連…DIは「46.3」(+3.8)と、2か月ぶりに

前月を上回った。 

 

 

 

 

 

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2年 3年

東北 16.8 12.1 14.7 37.1 41.6 41.9 45.2 52.4 50.0 38.0 30.8 38.5 43.0 36.7

全国 15.9 9.5 15.4 38.0 41.3 43.3 48.7 53.6 46.1 36.5 30.1 40.7 49.5 39.4
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3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2年 3年

東北 20.5 19.2 38.2 41.2 34.7 38.4 43.4 46.3 35.4 34.9 41.2 50.9 44.0 44.2

全国 18.7 17.7 37.3 44.8 35.4 41.0 47.1 48.4 36.1 36.1 41.5 53.0 48.6 41.5
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＜参 考＞ 

 

■ＤＩの推移（原数値） 

（１）現状判断（方向性）ＤＩ 

2年 3年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

東北現状 16.8 12.1 14.7 37.1 41.6 41.9 45.2 52.4 50.0 38.0 30.8 38.5 43.0 36.7

家計動向関連 17.0 14.5 16.1 41.9 42.8 42.9 44.6 51.2 47.7 35.1 27.7 35.4 40.5 32.6

企業動向関連 17.1 8.3 11.4 27.9 40.4 40.4 47.7 55.1 56.6 44.1 34.8 45.6 50.8 46.3

雇用関連(参考) 15.0 1.6 11.8 23.7 36.3 38.2 45.0 55.0 52.5 45.0 42.5 45.0 45.0 45.0  

 

（２）先行き判断ＤＩ 

2年 3年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

東北先行き 20.5 19.2 38.2 41.2 34.7 38.4 43.4 46.3 35.4 34.9 41.2 50.9 44.0 44.2

家計動向関連 22.9 21.2 40.0 42.1 34.1 38.1 41.1 44.1 32.4 32.4 41.3 50.8 45.0 43.3

企業動向関連 16.4 15.9 32.6 39.0 37.5 40.4 48.5 50.0 44.1 42.6 43.2 54.4 40.9 46.3

雇用関連(参考) 13.8 10.9 36.8 39.5 33.8 36.8 48.8 53.8 38.8 36.3 37.5 45.0 42.5 46.3  

 

※ＤＩ（Diffusion Index）について…50 を基準とし、50 を超えると景気が良い方向にあることを示す。 

 

■調査の概要 

調査期間  令和３年４月２５日～３０日 

回答者数  173/189 名、回答率 91.5％ (全国 1,817/2,050 名、88.6％) 

 

 

以 上 
 

＜お問い合わせ先＞ 

公益財団法人 東北活性化研究センター（担当：三浦 融） 

〒980-0021 仙台市青葉区中央２－９－１０ 

TEL：022-2２2-３３９４ FAX：022-22２-３３９５ 
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＜別 紙＞ 

■特徴的と思われる判断理由（ウォッチャーのコメントから抜粋） 

（１）現状判断理由 

○「良くなっている」 

（建設業）…官庁、民間案件共に大型案件を受注している。 

○「やや良くなっている」 

（その他専門店[靴]）…前年と比べると売上は 154％だが、前々年比では 93％と例年の状況までは戻ってい

ない。旅行や歓送迎会、結婚披露宴等のイベント需要が全くない。 

（その他非製造業[飲食料品卸売業]）…当社のような卸売業でも、業種によって良い悪いがあるようである。

業態によっては業務用の動きが悪いところもある。当社としては前年比をクリアしてやや良い方向にある

ので、今の状況は良いと考えている。 

（人材派遣会社）…新型コロナウイルス感染の収束後を見越した募集が増えてきている印象を受ける。 

（新聞社[求人広告］）…飲食店は依然厳しい状況が続いているが、県民限定の宿泊プランの広告が増加する

など、観光関連の動きが活発化している。 

（職業安定所）…新規求人数が前年同月比で増加している業種が増えてきている。 

○「変わらない」 

（百貨店）…前月から上向き傾向で徐々に持ち直してきていたが、全国的な新型コロナウイルス感染者数の

増加が影響し、中旬から購買動向が鈍くなってきている。 

（コンビニ）…３か月前とそれほど変わりなく推移している。現在まだ新型コロナウイルスの影響があり、

まだまだ客の動きが鈍いのが現状である。 

（家電量販店）…冷蔵庫や洗濯機など白物家電は単価が上がっているが、買上点数は減っており、客の財布

のひもはやや固くなっているようである。黒物家電は有機ＥＬなど単価の高いものは売れるが、販売量は

前年よりも減ってきている。 

（旅行代理店）…団体旅行の新規申込件数は皆無の状態である。新型コロナウイルス感染の収束とワクチン

接種完了後でなければ団体旅行は発生しないと想定している。 

（タクシー運転手）…新型コロナウイルス感染を免れるための外出控えが顕著になっている。しかし、買物

でタクシーを利用する客の手荷物を見ると、高額な商品又は多くの買物袋を持っていることから、景気は

悪い方向には向いていないと推察する。 

（観光名所）…世の中の状況に振り回される形となっている。少し前までは県内客がよく来てくれていたが、

県内一部地域に独自の緊急事態宣言が発出され客が来なくなった。その後、関東方面での発出もあり、そ

のたびに客が減っていくという状況である。 

（その他住宅[リフォーム]）…住宅設備機器はエアコンの出足が良い。リフォームはハウスクリーニングな

どの小工事が増えている。 

（輸送業）…国内貨物、輸出・輸入関連貨物の動きが共に良くない。ほとんどの品目において取扱数量が前

年及び一昨年を下回っている。４月の売上は前年比 14％減、前々年比 21％減の見通しであり、一向に景

気回復の気配がみえない。 

○「やや悪くなっている」 

（商店街）…全国的に新型コロナウイルス感染者数が増加し、県内においても感染に対する警戒感が強まっ

ており、景気は厳しい状況である。 

（乗用車販売店）…半導体不足の影響により納期が掛かる車が出てきていることから、販売に結び付かない

ケースが出てきている。 

（通信会社）…今月に入り、新型コロナウイルスのクラスターが毎日のように発生している。それにより、

県、市からの自粛要請もあり、経済活動や人の動きにも影響が出ている。特に客の消費意欲が大きく低下

し、購買意欲が激減していることから、エンタテインメントサービスへの出費も控えられている。映像、
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通信サービスへの加入者も一時ストップしている。 

（美容室）…イベントがなく移動の自粛で帰省も少ないため、来店サイクルが延びている。それにより来客

数が減少している。 

（食料品製造業）…３月上旬までは、新型コロナウイルスの影響から回復傾向にあったが、３月中旬以降、

県内での感染拡大によるまん延防止等重点措置の適用、４都府県での緊急事態宣言発出があってから人の

動きが少なくなり、元に戻った感じがある。４月の売上は前年と比較すればよいが、一昨年と比べれば半

分程度である。厳しい状況は変わらない。 

（金融業）…県内での新型コロナウイルスの感染拡大が続くなか、各地の春祭りやイベントの中止、クラス

ター発生などにより、観光や飲食業界のみならず全体的な消費マインドへの負の影響がみられる。巣籠り

需要の取り込みにより一部業種は好調であるが、地域の景気浮揚までには至っていない。 

（広告代理店）…緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の関係でイベントなどの中止が相次いでいるため、

受注量が減っている。 

（経営コンサルタント）…首都圏の緊急事態宣言が東北に及ぼす悪影響が拡大しつつある。 

○「悪くなっている」 

（一般小売店[酒]）…春になり飲食店への販売量も少しずつ増加傾向にあったが、感染者が急激に増えたこ

とにより、一気に人の動きが止まった。飲食店に関しては予約のキャンセルが相次ぎ、店によっては販売

量がゼロに近い状態になっている。少し回復傾向になってきたところでの状況悪化のダメージは大きい。 

（スーパー）…４月は１品単価も前年並みに低下している。買上点数も来客数の前年割れ減少率と同程度に

落ちてきている。客単価も初めて前年を割り出した。前年は巣籠り消費等で異常値があったが、前々年比

でも下がってきている。消費者の財布のひもがかなり固くなってきている。良くない傾向にある。 

（衣料品専門店）…４月初旬までは悪くない状況であったが、まん延防止等重点措置適用以降は、出張が取

りやめになったりイベントが中止になったりしたことが響いて客足が鈍くなっており、なかなか厳しい状

況になっている。 

（住関連専門店）…新型コロナウイルスの影響で高齢者は食料品以外の買物を控えているようなので、高齢

客が多い当店の売上も伸び悩んでいる。 

（その他小売[ショッピングセンター]）…新型コロナウイルスの感染状況の悪化やまん延防止等重点措置等

の対策により、客足がかなり遠のいている。飲食店も一部休業が発生したり、土産品店がかなりの来客数

不足に見舞われており、非常に厳しい状況にある。 

（高級レストラン）…2020 年７月以降で来客数が最も少ない。 

（一般レストラン）…客が全く来ない状態が続いている。店を開けたとしても、すぐに閉めなければならな

いので、客からも行きたくても行けないという声が多数聞こえてくる。苦しいが仕方ない。 

（観光型ホテル）…客の自粛だけではなく、新型コロナウイルスによるまん延防止等重点措置による時間短

縮要請等があり、旅館側でも結果的に営業自粛せざるを得ない状況が続いている。 

 

（２）先行き判断理由 

○「良くなる」 

（人材派遣会社）…新規需要の多くは新卒の採用抑制を人材派遣で補っているという背景がある。また、地

元製造大手企業からの大口受注は製造派遣の関連会社で取扱っており毎月実績を積上げている。 

○「やや良くなる」 

（家電量販店）…新型コロナウイルスワクチン接種が行われて経済活動が戻るとみている。 

（住関連専門店）…３か月くらい先だと、高齢者のワクチン接種も終わっているとみられるので経済活動が

活発化する。また、お盆も近くなるので、売上向上を見込んでいる。 

（公認会計士）…希望的観測であるが、２～３か月先には新型コロナウイルスワクチンの接種が進み、感染

状況も落ち着いてくるとみている。飲食、小売、サービス業などの営業制限が解かれれば、現状よりは景

気回復が進む。 
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○「変わらない」 

（一般小売店[酒]）…ワクチン接種に期待したいが、数か月で状況が好転することは到底考えられない。飲

食店への支援はあってもその先の取引先業者には支援が全くない現状では、会社を存続させることすら厳

しい。もっと裾野を広げた支援が必要である。 

（コンビニ）…当地における新型コロナウイルス感染者数は増加傾向にある。ワクチン接種が進まなければ、

現状のまま推移すると推測される。 

（乗用車販売店）…県内でまん延防止等重点措置の期間が延長された。終了後にも影響があるとみられ、状

況は引き続き芳しくない。 

（一般レストラン）…今月より悪くなるということは、完全にクローズするということ以外考えられないの

で、厳しい状況が続くとみている。もう体力勝負になってきており切迫感がある。１日も早く回復するこ

とを望んでいる。 

（美容室）…コロナ禍にあり、客も来店を控えているようである。 

（食料品製造業）…県内での感染者数は減ってきているが首都圏や大阪の感染者数をみていると先が見えな

い。土産業界は人が動かないと厳しい。 

（輸送業）…今後の景気動向は、結局のところ新型コロナウイルスの感染状況次第であると言わざるを得な

い。東京オリンピック関連の設備投資は既に終わっており、東京オリンピックが開催されたとしても、観

客制限が掛かったりで余り期待できない。やはり、新型コロナウイルス感染が収束し、消費が伸びていく

のを期待するしかない。 

（金融業）…新型コロナウイルスのワクチン接種が進捗するまでは人の動きも限定的と考えざるを得ない。

インバウンド需要も当面見込めないなか、開催予定のねぶた祭関連の経済効果も見込みづらい。 

（広告業協会）…東京オリンピック・パラリンピックが開催の方向で進み、世論が後押しする状況になれば、

販促活動も活発になり、景気上昇の起爆剤となり得る。そのためには、ワクチン接種が順調に進むことが

重要である。 

（その他非製造業[飲食料品卸売業]）…今後の２～３か月では新型コロナウイルスの感染拡大に対する抜本

的な解決は見込めない。これまでどおりアクセルとブレーキを交互に踏み分ける政策が継続するとみてい

る。 

（新聞社[求人広告］）…大型連休後の新型コロナウイルスの感染状況に左右される部分が多い。 

（職業安定所）…新規求人数、新規求職者数共に増加している。新型コロナウイルス感染症のワクチン接種

への期待感が一因とみられるが、新型コロナウイルス感染の再拡大の動きもあり、ワクチン接種がある程

度進むまでは一進一退が続くのではないかとみている。 

○「やや悪くなる」 

（商店街）…新型コロナウイルスワクチン接種の進捗状況が良くないなか、先行きはまだまだ不透明であり、

景気回復には時間を要する。 

（スーパー）…新型コロナウイルスの感染状況に左右されることは間違いなく、決して明るい見通しを予測

できる環境下ではない。 

（通信会社）…新型コロナウイルスの変異種がまん延している。全国民へのワクチン接種にはまだまだ時間

が掛かる。当面、景気は悪くなると見込んでいる。 

（建設業）…年度をまたいだ出件が一段落する時期であり、コロナ禍による設計遅延が解消されない状態が

続くと、工事出件が滞り景気が悪化する可能性がある。 

 

東北地域に関する解説は、当センターの責任でまとめたものです。 

以上 


